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総合評価 

事業戦略、特許戦略ともに十分錬られており、既にユーザーとなる企業との協業を

開始している。期待された課題に対して事業性を中心として取り組み的確に成果が挙

げられており、今後の事業化が期待できる。プラントの資金調達が今後の課題となる

が、VC との交渉にも着手しており、進展が期待できる。ただし、商用ミッドプラント

に必要な資金が多額になると想定できるため、必ずしも SBIR 制度に限らず検討され

たい。 

実用化プラントを想定して、商用ミッドプラントを活用した事業収支計画を深堀り

することが今後重要である。また、事業化に向けて対象物の品質や顧客の意向調査な

ど重要な局面にさしかかっている。 
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